
快適に憩える美しい東京湾の形成に関する研究 別紙－１

国民生活に必要なインフラ整備と、良好な水質、生態系のもと水辺で憩いたいという要請との両立

快適で潤いのある美しい東京湾の形成

・保全のあり方
・魅力的な空間整備
・美しさの再生

現象の解明

広域物質循環モデルの構築

人文・社会科学的視点を取り入れた評価

•河川、下水道、沿岸域を流域を一体的に把握

•総合影響評価法

市民・住民 政策決定者

・望まれている
自然環境の保
全・再生の達成
・環境の総合的
価値評価

•合流式下水道流出モデル
•生態系モデル Fort MEL1D-MB

Program MEL1D-M
c  this program is aimed

do while (i < limit lo
x[i,,j]=x[i,j]+x[i+1,

環境整備事業による美しい水域環境の確保

生物生息場の創出
干潟・藻場・水鳥飛
来地の保全

都市の水辺空間の創出

良好な砂浜海岸
の保全と創造

環境変動メカニズムの解明
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海洋短波レーダや、係留
による環境モニタリング
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